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【手続補正書】
【提出日】平成28年1月13日(2016.1.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シリンダとシリンジピストンを備えたシリンジを保持して前記シリンダに対して前記シ
リンジピストンを相対移動させるピストン駆動機構と、
　このピストン駆動機構を制御する制御機構と、
　医療画像撮像装置にデータを送信するデータ出力手段と、
　前記シリンジに備えられたシリンジ情報を記録しているデータキャリア手段からシリン
ジ情報を受け取るシリンジ情報受領手段と、
　を備え患者に薬液を注入する薬液注入装置のためのコンピュータプログラムであって、
　前記データ出力手段に、薬液注入データを前記医療画像撮像装置に送信する処理を行わ
せ、
　前記薬液注入データは、使用した薬液に関する情報、注入量、注入時間に対して注入速
度を表した注入プロファイル、および注入時間に対して注入圧力を表したプロファイルか
らなる群から選ばれる少なくとも１つである、
　コンピュータプログラム。
【請求項２】
　さらに、
　前記データ出力手段に、前記シリンジ情報を前記医療画像撮像装置に送信する処理を行
わせる、請求項１に記載のコンピュータプログラム。
【請求項３】
　さらに、
　前記薬液注入装置と医療画像撮像装置の撮像動作とを連動させて薬液注入動作を実施す
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る処理を行わせる、請求項１または２に記載のコンピュータプログラム。
【請求項４】
　前記医療画像撮像装置が、ＣＴ装置、ＭＲＩ装置、ＰＥＴ装置、超音波診断装置、ＣＴ
アンギオ装置、またはＭＲＡ装置である、請求項１～３のいずれか一項に記載のコンピュ
ータプログラム。
【請求項５】
　前記シリンジ情報受領手段が、ＩＣチップのデータを読み取るＲＦ通信機である、請求
項１～４のいずれか一項に記載のコンピュータプログラム。
【請求項６】
　さらに、
　前記シリンジ情報と患者の検査内容とを照合して、正しいシリンジか否かの判断を行う
、請求項１～５のいずれか一項に記載のコンピュータプログラム。
【請求項７】
　シリンダとシリンジピストンを備えたシリンジを保持して前記シリンダに対して前記シ
リンジピストンを相対移動させるピストン駆動機構と、
　このピストン駆動機構を制御する制御機構と、
　医療画像撮像装置にデータを送信するデータ出力手段と、
　を備え患者に薬液を注入する薬液注入装置のためのコンピュータプログラムであって、
　前記データ出力手段に、薬液注入データを前記医療画像撮像装置に送信する処理を行わ
せ、
　前記薬液注入データは、使用した薬液に関する情報、注入量、注入時間に対して注入速
度を表した注入プロファイル、および注入時間に対して注入圧力を表したプロファイルか
らなる群から選ばれる少なくとも１つである、
　コンピュータプログラム。
【請求項８】
　シリンダとシリンジピストンを備えたシリンジを保持して前記シリンダに対して前記シ
リンジピストンを相対移動させるピストン駆動機構と、
　このピストン駆動機構を制御する制御機構と、
　外部にデータを送信するデータ出力手段と、
　を備える薬液注入装置。
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